
 

佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
は
、
２
０
１
４
年
６
月
１
８
日
、「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
事
業
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」

を
衆
院
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

質
問
主
意
書
で
は
、
冒
頭
「
九
兆
円
を
超
え
る
巨
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
、
国
民
的
な
議
論
と
検
証
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
異
常
」「
国
土
を
荒
廃
さ
せ
、
国

民
・
利
用
者
に
莫
大
な
財
政
負
担
を
押
し
付
け
か
ね
な
い
リ
ニ

ア
計
画
は
中
止
し
、
検
討
し
直
す
べ
き
」
と
、
あ
ら
た
め
て
リ

ニ
ア
計
画
の
中
止
を
求
め
、
７
項
目
の
テ
ー
マ
別
に
質
問
し
て

い
ま
す
。
概
要
（
抜
粋
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

１
、
環
境
影
響
評
価
書
と
国
民
的
議
論
に
つ
い
て 

環
境
影
響
評
価
書
が
「
は
じ
め
に
工
期
あ
り
き
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
① 

リ
ニ
ア
計
画
に
つ
い
て
、
将
来
の
利

用
者
国
民
の
な
か
で
広
く
議
論
を
し
、
納
得
さ
れ
る
た
め
に
、

何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
、
② 

Ｊ
Ｒ
東
海
が
わ
ず
か
一
カ
月

で
提
出
し
た
評
価
書
が
、
沿
線
自
治
体
の
意
見
を
真
摯
に
検
討

し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
工
期
と
の
関
係
で
作
業
を
逆
算
し
た

結
果
で
あ
る
も
の
か
。 

 

２
、「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
言
の
真
意
に
つ
い
て 

安
倍
首
相
が
、「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
言
明
し
た
が
、
い

つ
か
ら
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

議
論
を
経
て
「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
さ
れ
た
の
か
。 

 

３
、
全
幹
法
の
主
旨
、
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か 

国
土
交
通
省
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
が
、「
全
国
新
幹
線
整

備
法
の
目
的
、
主
旨
と
合
致
」
と
説
明
す
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
か
。
名
称
こ
そ
「
新
幹
線
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国

新
幹
線
整
備
法
（
全
幹
法
）
で
定
め
ら
れ
て
い
る
目
的
に
該
当

し
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

４
、
採
算
性
の
問
題 

① 

国
は
採
算
性
に
つ
い
て
の
Ｊ
Ｒ
東
海
試
算
を
「
妥
当
」
と
判

断
す
る
の
か
。「
妥
当
」
と
判
断
す
る
の
な
ら
、
そ
の
根
拠
と
な

る
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
デ
ー
タ
の
公
表
を
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

東
海
に
長
期
試
算
の
再
検
討
を
指
示
し
、
国
独
自
に
再
試
算
を
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５
、
税
金
の
投
入
に
つ
い
て 

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
計
画
推
進
に
当
た
っ
て
は
、「
総
事
業
費
の

全
額
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担
す
る
」
こ
と
が
大
前
提
と
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
来
年
度
税
制
大
綱
で
は
不
動
産
取
得
税
と
免
許

登
録
税
が
免
除
な
ど
用
地
買
収
を
は
じ
め
と
し
た
リ
ニ
ア
関
連

の
税
金
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
税
金
優
遇
が
行

わ
れ
る
の
か
。
そ
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

さ
ら
に
、
山
梨
実
験
線
へ
の
公
的
補
助
、
リ
ニ
ア
技
術
開
発
に

対
す
る
国
庫
補
助
（
鉄
道
総
研
）
、
地
方
自
治
体
の
リ
ニ
ア
部
局

等
で
の
人
件
費
も
税
金
で
あ
る
。
「
総
事
業
費
の
全
額
Ｊ
Ｒ
東
海

負
担
」
と
い
う
、
そ
も
そ
も
の
経
緯
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
を
国
民

に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。 

 
 

 

６
、
環
境
大
臣
意
見
に
関
し
て 

① 

「
環
境
影
響
評
価
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
住
民
へ
の
説
明
や

意
見
の
聴
取
等
の
関
与
の
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
も
十
全
を
期

す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講

ず
る
の
か
。 

② 

「
発
生
土
置
場
ご
と
に
管
理
計
画
を
作
成
し
た
上
で
、
適
切

に
管
理
す
る
」
と
あ
る
「
管
理
計
画
」
は
、
い
つ
ま
で
に
作
成
す

る
よ
う
求
め
る
の
か
。
（
環
境
影
響
評
価
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
と

の
関
係
で
） 

③ 

本
事
業
の
供
用
時
に
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
て
い

る
と
容
認
し
な
が
ら
、
他
方
で
「
定
量
的
な
目
標
設
定
及
び
計
画

的
な
削
減
」
を
主
張
す
る
な
ど
、
矛
盾
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

政
府
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
目
標
と
の
整
合
性
を
ど
う

は
か
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
計
画
を
策
定
す
る
」
と
あ
る
「
導
入
計
画
」

は
、
い
つ
ま
で
に
作
成
す
る
よ
う
求
め
る
の
か
。
（
環
境
影
響
評

価
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
と
の
関
係
で
） 

 

７
、
地
震
・
津
波
対
策
、
地
下
水
問
題
、
磁
界
問
題
等 

① 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
東
海
道
新
幹
線
お
よ
び
在
来
線
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
想
定
し
た
地
震
・
津
波
対
策
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
示
さ
れ
た
い
。 

② 

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
工
事
に
よ
る
河
川
水
量
の
減
少
や
渇
水
お

よ
び
地
下
水
（
井
戸
水
）
の
枯
渇
等
の
影
響
が
発
生
し
た
場
合
の

水
利
権
の
補
償
基
準
を
明
確
に
せ
よ
。
と
く
に
災
害
用
の
井
戸
水

が
枯
渇
し
た
場
合
の
賠
償
、
大
井
川
が
減
少
し
た
さ
い
の
関
係
自

治
体
へ
の
補
償
に
つ
い
て
。 

③ 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
リ
ニ
ア
政

府
交
渉
に
お
い
て
、
電
磁
波
に
関
わ
る
項
目
は
「
環
境
省
の
所
管

外
」
と
回
答
を
避
け
ら
れ
た
。
環
境
省
の
所
管
外
な
ら
ば
リ
ニ
ア

新
幹
線
に
か
か
る
電
磁
波
問
題
は
、
国
と
し
て
ど
こ
が
所
管
す
る

の
か
。 

行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見

解
は
。 

② 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
山
田
佳
臣
社

長
は
、
「
絶
対
に
ペ
イ
し
な
い

（
採
算
が
取
れ
な
い
）
」
と
述

べ
て
い
る
。
ペ
イ
し
な
い
リ
ニ

ア
計
画
を
国
は
容
認
す
る
の

か
。 

 

 


